
実 施 年 度 令和５年度

事務事業名 担 当 課 名 人権推進課

【Do】　実施・実行 【Check】　点検・評価

■具体的取組 ■成果指標の具体的検証結果

■インプット（投入金額等）

　事業費等

■アウトプット（数量等）

　実施回数等

※ＫＰＩ … 重要業績評価指標。Key Performance Indicatorの略。アウトカムの達成度を具体的に示す指標（数値）をいう。

ＰＤＣＡチェックシート

人権啓発活動事業

【Plan】　計画 【Action】　処置・改善

■目的 ■検証結果を受けての具体的対応

■成果指標（アウトカム・ＫＰＩ） ※

（インプット・アウトプットに対するアウトカムの達成状況は
どうか、また、達成できていない場合の原因は何なのか等
の検証結果を具体的に記載）

【主な内訳】
　・報償費　　　　1,024千円

　本市人権教育・啓発に関する基本計画に
基づき、市民一人ひとりが人権尊重の重要
性を正しく認識し、実践できる市民を育て
人権侵害のない社会の実現をめざす。

講演会等の開催
　①しあわせづくり研修会
　②しあわせづくりワークショップ
　　（参加体験型学習）
　③しあわせづくり映画会
　④しあわせづくり講演会
　⑤人権問題夏季講演会
　⑥男女共同参画講演会
　⑦ハートフルコンサート

　「性的マイノリティ」、「インターネッ
ト上の誹謗中傷」などの多様化する人権課
題を市民に正しくわかりやすく伝えること
に留意しながら、人権啓発を継続的に取り
組むとともに、人権に関するアンケート結
果も踏まえつつ、効果的な啓発の手法や内
容について検討する。

　若い世代を対象とした人権啓発事業は、
家庭教学級を活用するなど関係課との連携
を図りながら実施する。

　なお、令和６年度市民意識調査を実施す
る予定であり、市民の人権に関する意識を
知る機会となる。

　各講演会・研修会への参加は市から委嘱
された委員や市職員等であり、固定化され
つつある。各講演会・研修会への参加者の
推進を図る手段について検討を行う。

　新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行した
ことから、各種講演会を開催した。
　様々な人権課題について講演会等を開催し、市民一
人ひとりの人権尊重への理解の促進及び人権意識の向
上に取り組んだ。
　市内の団体等からの依頼を受け、「人権に関する
DVD上映会」及び「しあわせ講座」を実施した。
　参加体験型学習として、手話ならびに避難所におけ
る人権をテーマに「しあわせづくりワークショップ」
を開催した。避難所における人権では、講師から能登
半島地震の被災地への支援活動における現状が語られ
たほか、参加者への問いかけや参加者同士で災害時に
想定される困りごとなどを共有する時間を設け、様々
な課題を自分事としてとらえる機会となった。
　同和問題をはじめ、性的少数者の人権、高齢者の人
権、障がい者の人権などを主題に講演会を開催し、お
互いの人権を尊重できる社会の実現のため、市民の人
権意識向上に努めた。
　子どもの想いを伝える人権作品発表会は、４年ぶり
に市交流プラザで開催した。市内就学前施設・小中学
校、市内・さぬき市内の高等学校から選出された人権
に関する標語・作文・詩を保護者と園児、児童、生徒
が発表した。
　人権問題夏季講演会では、子どもが直面するイン
ターネットトラブルの現状と題し、繰り返される「迷
惑動画投稿」のリスクと社会的影響について伝えた。
　男女共同参画講演会を開催し、男女共同参画の必要
性、家庭や社会においてアンガーマネジメントの重要
性を研修し、LGBTQ＋の方に特別な配慮をするのでは
なく理解をすることが大事であり、自分事として捉え
ることの大切さを講演いただいた。
　ハートフルコンサートでは、講師が、自身の経験や
「いのち」の大切さを歌と語りで伝えた。
　講演会等への参加者を全体的にみると、若い世代の
参加が少ないことが今後の課題となった。
　今後もあらゆる人権課題についての啓発に取り組
み、新規参加者の確保への取り組みの強化を行う。

【目標値】
全ての人の人権を大切にし、それを日常生
活の中で態度や行動に表せる市民の育成の
ため、市が開催する講演会等へ市より委嘱
された委員や市職員等以外の参加割合50.0%
台をめざす。

【達成値(R5実績値)】
○市が開催する講演会等への参加割合：
47.4％
　全体実人数1,459人　市より委嘱された委
員や市職員等以外の参加者692人

講演会等の開催
　①しあわせづくり研修会 15回
　②しあわせづくりワークショップ 3回
　③しあわせづくり映画会 1回
　④しあわせづくり講演会 3回
　⑤人権問題夏季講演会 　1回
　⑥男女共同参画講演会　 1回
　⑦ハートフルコンサート 1回


